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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インキ溜と、インキ供給源と、該インキ溜と該インキ供給源とをインキが流通可能に接
続するインキ管路とを有し、該インキ供給源から供給され、該インキ溜に溜められたイン
キを用いて印刷を行う印刷機であって、前記インキ管路は、インキ回収用一端開口が前記
インキ溜に臨む、前記インキ溜から前記インキ供給源へフレキソインキを回収するインキ
回収管と、インキ供給用一端開口が前記インキ溜に臨む、前記インキ供給源から前記イン
キ溜へフレキソインキを供給するインキ供給管と、を有し、それにより、印刷時には、前
記インキ供給源から前記インキ供給管を通じて前記インキ溜へフレキソインキを供給しつ
つ、前記インキ溜から前記インキ回収管を通じて前記インキ供給源へフレキソインキを回
収することにより、前記インキ溜内のインキを動的状態に維持する印刷機において、
　前記インキ回収管及び前記インキ供給管はそれぞれ、前記インキ供給源と前記インキ溜
との間で正逆方向にインキを移送可能な移送手段を有し、
　それにより、インキ回収時には、前記インキ回収管とともに前記インキ供給管をインキ
回収管として用いて、フレキソインキを前記インキ溜から前記インキ供給源へ回収する一
方、インキ供給時には、前記インキ供給管とともに前記インキ回収管をインキ供給管とし
て用いて、フレキソインキを前記インキ供給源から前記インキ溜へ供給するように構成さ
れ、
　前記インキ溜は、印版にインキを転移するインキ転移ロールと、該インキ転移ロールの
軸方向に延び、且つ該インキ転移ロールに接することにより、転移するインキ量の調節を
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行うインキ絞り体と、前記インキ転移ロール及び前記インキ絞り体の両軸端にそれぞれ設
けられた一対の堰部材とによって画成され、
　前記一対の堰部材はそれぞれ、前記インキ溜めに臨む内面に設けた流出／流入開口まで
延びるインキ流路を内部に有し、該インキ流路は、前記インキ回収管と連通されており、
　さらに、前記インキ溜内で、前記インキ溜めを構成する前記インキ転移ロール及び前記
インキ絞り体それぞれの側面に当接して設けられた一対のインキ掻き取りブレードと、
　前記一対のインキ掻き取りブレードを前記インキ転移ロールの軸方向に互いに逆方向に
移動させるブレード移動機構と、
　前記インキ供給管に接続した保湿液供給源と、を有し、
　前記一対のインキ掻き取りブレードがそれぞれ対応するロール軸端に向かって互いに逆
方向に移動する際、前記インキ供給管のインキ供給用一端開口が、前記一対のインキ掻き
取りブレードの間に配置され、前記インキ供給管のインキ供給用一端開口から前記一対の
インキ掻き取りブレード間のインキ溜のインキを回収すると共に前記一対のインキ掻き取
りブレードが前記インキ転移ロール及び前記インキ絞り体の側面に付着するインキを掻き
取ってインキ掻き取りブレードと堰部材とにより仕切られるインキ溜に残留インキを導い
てこの残留インキを前記インキ回収管が前記堰部材のインキ流路を経て回収し、次に、前
記インキ供給管のインキ供給用一端開口から前記インキ溜内に前記保湿供給源からの保湿
液を供給することにより、前記一対のインキ掻き取りブレードにより挟まれた前記インキ
転移ロールの部分を保湿するように構成されていることを特徴とする印刷機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フレキソインキを用いる印刷機に関し、より詳細には、印刷時にはインキの
固化を防止しつつ、インキ供給／回収時には、インキ供給／回収効率を向上可能なフレキ
ソインキを用いる印刷機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、印刷機によるシートへの印刷、例えばフレキソインキによる段ボールシート
への印刷は、インキが塗布された印版をシートへ圧接することにより行われている。この
印刷機は、例えば、実開昭５５-４５５６８号公報及び実開昭６０－１１９５３９号公報
に開示されているように、一方のロールの表面には印版が設けられた、一対のロール間に
形成されるインキ溜と、インキ供給源と、インキ溜とインキ供給源とをインキが流通可能
に接続するインキ供給管路及びインキ回収管路を有し、インキ溜に溜められたインキを印
版に転移させることにより、シートの表面に印刷を行う。
　より詳細には、印刷時には、インキ供給源からインキ供給管を通じてインキ溜へフレキ
ソインキを供給しつつ、インキ溜からインキ回収管を通じてインキ供給源へフレキソイン
キを回収することにより、インキ溜内のインキを動的状態に維持するインキを循環させて
、フレキソインキの固化を防止することにより、フレキソインキによる印刷が可能となっ
ている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　このようなフレキソインキを用いる印刷機は、インキの循環ルートの違いにより、以下
のように、２つのタイプに大別される。
　第１のタイプは、実開昭５５-４５５６８号公報に開示されているように、一対のロー
ルの各端部の下方にインキパンを設けるタイプである。このタイプによれば、印刷時のイ
ンキ循環ルートは、インキ溜の各端を経て、インキパン、インキ回収管路、インキ供給源
、インキ供給管路、インキ溜により形成される。
　第２のタイプは、実開昭６０－１１９５３９号公報に開示されているように、一対のロ
ールの各端部に一対の堰部材を設けるタイプである。このタイプによれば、印刷時のイン
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キ循環ルートは、インキ溜の液面を経て、インキ回収管路、インキ供給源、インキ供給管
路、インキ溜により形成される。
【０００４】
【特許文献１】実開昭５５-４５５６８号公報
【特許文献２】実開昭６０－１１９５３９号公報
【０００５】
　しかしながら、印刷前のインキ供給時、印刷後のインキ回収時に以下のような技術的問
題が生じる。
　第１に、インキ供給の際、インキをインキ供給源からインキ溜めへ供給することから、
印刷時にインキを循環させるインキ供給管及びインキ回収管のうち、インキ供給管を利用
することは可能であるが、インキ回収管によるインキの移送は停止せざるを得ない。一方
、インキ回収の際には、インキをインキ溜めからインキ供給源へ回収することから、印刷
時にインキを循環させるインキ供給管及びインキ回収管のうち、インキ回収管を利用する
ことは可能であるが、インキ供給管によるインキの移送は停止せざるを得ない。
このように、従来のフレキソインキ用印刷機械においては、印刷時にインキの固化を防止
して印刷を行うことは可能であるが、印刷前のインキ供給時、及び印刷後のインキ回収時
にあっては、供給及び回収効率を確保することが困難であった。
　第２に、特に第２のタイプの一対の堰部材を設けるタイプにあっては、インキ回収の場
合、インキ供給の場合と異なり、インキ溜め内のインキ液位がインキの回収に応じて低下
する一方、断面先細のインキ溜の形状ゆえ、インキ回収ノズルの先端をインキ溜めの底部
に位置決めして回収する必要があり、インキ溜め内に残留するインキの回収歩留まりを確
保するのは困難である。この点は、インキ回収後に洗浄液により一対のロールの側面を洗
浄する場合にも同様である。
　第３に、昨今の小ロットへの対応から、効率的なインキの色替えの要請が高いことに起
因して、インキパンを有する第１のタイプより一対の堰部材を有する第２のタイプに対し
て業界のニーズが高い傾向にある。より詳細には、両タイプの印刷機のインキ循環ルート
、特にそのうちのインキ管路の長さを比較した場合、インキパンがない分、第２のタイプ
の方が循環ルートが短く、そのことからインキ及び洗浄液の供給／回収を効率的に行うこ
とが可能である。このため、既存の第１のタイプの印刷機械において、インキパンを取り
外して、その代わりに一対の堰部材を設け、それに応じて循環ルートを改造する要請が高
まっている。
　しかしながら、既存の第１のタイプのフレキソインキ用印刷機を改造する場合、一対の
堰部材とは独立に、インキ移送管をインキ溜めまわりに設置するとすれば、インキ回収の
際に回収歩留まりを確保するためには、インキ移送管の一端の流入開口をインキ溜の底部
近傍に設ける必要があることから、インキ移送管の支持固定に時間を要し、効率的な改造
を行うことが困難となる。
【０００６】
　以上から、本発明の目的は、フレキソインキを対象に、印刷時はインキを循環させるこ
とによりフレキソインキの固化を防止しつつ、インキ供給時及びインキ回収時にあっては
供給及び回収効率を向上することが可能な印刷機を提供することにある。
　本発明の目的は、既存のインキパンタイプのフレキソインキ用印刷機を効率的に改造す
ることが可能な印刷機を提供することにある。
　本発明の目的は、一対の堰部材を有するフレキソインキ用印刷機において、インキの回
収歩留まりを向上することが可能な印刷機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するために、本発明は、インキ溜と、インキ供給源と、インキ溜とイ
ンキ供給源とをインキが流通可能に接続するインキ管路とを有し、インキ供給源から供給
され、インキ溜に溜められたインキを用いて印刷を行う印刷機であって、インキ管路は、
インキ回収用一端開口がインキ溜に臨む、インキ溜からインキ供給源へフレキソインキを
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回収するインキ回収管と、インキ供給用一端開口がインキ溜に臨む、インキ供給源からイ
ンキ溜へフレキソインキを供給するインキ供給管と、を有し、それにより、印刷時には、
インキ供給源からインキ供給管を通じてインキ溜へフレキソインキを供給しつつ、インキ
溜からインキ回収管を通じてインキ供給源へフレキソインキを回収することにより、イン
キ溜内のインキを動的状態に維持する印刷機において、インキ回収管及びインキ供給管は
それぞれ、インキ供給源と前記インキ溜との間で正逆方向にインキを移送可能な移送手段
を有し、それにより、インキ回収時には、インキ回収管とともにインキ供給管をインキ回
収管として用いて、フレキソインキを前記インキ溜からインキ供給源へ回収する一方、イ
ンキ供給時には、インキ供給管とともにインキ回収管をインキ供給管として用いて、フレ
キソインキをインキ供給源から前記インキ溜へ供給するように構成され、インキ溜は、印
版にインキを転移するインキ転移ロールと、インキ転移ロールの軸方向に延び、且つイン
キ転移ロールに接することにより、転移するインキ量の調節を行うインキ絞り体と、イン
キ転移ロール及びインキ絞り体の両軸端にそれぞれ設けられた一対の堰部材とによって画
成され、一対の堰部材はそれぞれ、インキ溜めに臨む内面に設けた流出／流入開口まで延
びるインキ流路を内部に有し、インキ流路は、インキ回収管と連通されており、さらに、
インキ溜内で、インキ溜めを構成するインキ転移ロール及びインキ絞り体それぞれの側面
に当接して設けられた一対のインキ掻き取りブレードと、一対のインキ掻き取りブレード
をインキ転移ロールの軸方向に互いに逆方向に移動させるブレード移動機構と、インキ供
給管に接続した保湿液供給源と、を有し、一対のインキ掻き取りブレードがそれぞれ対応
するロール軸端に向かって互いに逆方向に移動する際、インキ供給管のインキ供給用一端
開口が、一対のインキ掻き取りブレードの間に配置され、インキ供給管のインキ供給用一
端開口から一対のインキ掻き取りブレード間のインキ溜のインキを回収すると共に一対の
インキ掻き取りブレードがインキ転移ロール及びインキ絞り体の側面に付着するインキを
掻き取ってインキ掻き取りブレードと堰部材とにより仕切られるインキ溜に残留インキを
導いてこの残留インキをインキ回収管が堰部材のインキ流路を経て回収し、次に、インキ
供給管のインキ供給用一端開口からインキ溜内に保湿供給源からの保湿液を供給すること
により、一対のインキ掻き取りブレードにより挟まれたインキ転移ロールの部分を保湿す
るように構成されていることを特徴としている。
【０００８】
　このように構成された本発明の印刷機によれば、印刷時には、インキ供給管によりイン
キ供給源からインキ溜にインキを供給しつつ、インキ回収管によりインキ溜からインキ供
給源にインキを回収することにより、インキを循環させて、インキ溜内のインキを動的状
態に維持して、フレキソインキの固化を防止することにより、フレキソインキを用いて印
刷をすることが可能となる。
　インキ供給時には、インキ回収管に設けられた移送手段のインキ流れを印刷時と逆向き
にすることにより、インキ供給管に加えて、インキ回収管によってもインキをインキ供給
源からインキ溜へインキを供給することが可能であり、単に移送手段の正逆方向を切り替
えるだけで、インキ供給管だけによる場合に比して、インキの供給効率を向上することが
可能となる。
　一方、インキ回収時には、インキ供給管に設けられた移送手段のインキ流れを印刷時と
逆向きにすることにより、インキ回収管に加えて、インキ供給管によってもインキをイン
キ溜からインキ供給源へインキを回収することが可能であり、単に移送手段の正逆方向を
切り替えるだけで、インキ回収管だけによる場合に比して、インキの回収効率を向上する
ことが可能となる。
【０００９】
　さらに、本発明の印刷機によれば、一対のインキ掻き取りブレードをそれぞれ対応する
ロール軸端に向かって互いに逆方向に移動させながら、先ず、インキ供給管のインキ供給
用一端開口から一対のインキ掻き取りブレード間のインキ溜のインキを回収すると共に一
対のインキ掻き取りブレードがインキ転移ロール及びインキ絞り体の側面に付着するイン
キを掻き取ってインキ掻き取りブレードと堰部材とにより仕切られるインキ溜に残留イン
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キを導き、仕切られたインキ溜の残留インキの液位を上昇させて、この残留インキをイン
キ回収管が堰部材のインキ流路を経て回収するようにしているので、インキの回収歩留ま
りを向上させることが可能となる。
　次に、一対のインキ掻き取りブレードにより挟まれるインキ溜の部分の水分が取り除か
れ、特にインキ転移ロールに設けられる多数の窪みの部分の水分が除去されるところ、一
対のインキ掻き取りブレードの間に配置されるインキ供給管のインキ供給用一端開口から
保湿液をインキ溜内に供給することにより、インキ転移ロール、特に窪みの保湿を行って
、印刷時におけるインキのなじみが劣化することを防止するとともに、インキ溜の底部を
形成するインキ転移ロールとインキ絞り体との回転接触部の摩耗進行を抑制することによ
り、製品の長寿命化を達成することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　本発明の実施形態に係るフレキソインキ用印刷機を、段ボールシートを印刷する場合を
例として、添付図面に基づいて以下に詳細に説明する。
　図１は、本発明の第１実施形態に係る印刷機の斜視図である。図２は、図１の印刷機の
印刷部の概略側面図である。図３は、図１の印刷機の主に配管ルートを示す図である。図
４は、図１の一対の掻き取りブレードまわりの概略側面図である。図５は、図１のインキ
堰止板の概略正面図及び概略側面図である。図６は、チュービングポンプを示す概略正面
図である。図７は、チュービングポンプを示す概略側面図である。
【００１３】
　図１に示すように、印刷機（１０）は、一対のロール（１２，１４）によって形成され
たインキ貯留部（１６）と、インキ貯留部（１６）の下方に設置されたインキ供給源（１
８）と、インキ貯留部（１６）とインキ供給源（１８）とをフレキソインキが流通可能に
接続するインキ供給管（２０）及びインキ回収管（２２，２４）と、インキをインキ供給
管（２０）及びインキ回収管（２２，２４）内で移送する移送ポンプ（２６Ａ,Ｂ,Ｃ）と
、インキ供給管（２０）及びインキ回収管（２２，２４）に水を供給する水供給管（２８
）と、インキ供給管（２０）及びインキ回収管（２２，２４）内に残留するフレキソイン
キを除去回収する気流を発生させるエアエジェクタ（３０Ａ,Ｂ,Ｃ）と、インキ貯留部（
１６）内に移動可能に配置される一対の掻き取りブレード（１０２Ａ,１０２Ｂ）とから
概略構成されている。
【００１４】
　図２に示すように、インキ貯留部（１６）は、一対の機枠（３２,３４）間に相接して
回転可能に支承されたインキ転移ロール(１２)及びインキ絞りロール(１４)と、インキ転
移ロール（１２）とインキ絞りロール（１４）の両端に摺接し、一対の機枠に固定された
一対のインキ堰止板（３６，３８）とによって画成されている。インキ転移ロール(１２)
及びインキ絞りロール(１４)は、印刷中は相接するように位置決めされる。インキ転移ロ
ール(１２)の下方には、版胴（４０）が、機枠（３２,３４）に回転可能に支承され、そ
の外表面にはインキ転移ロール（１２）と接する印版（４２）が取り付けられている。版
胴（４０）の下方には、圧胴（４４）が回転可能に支承され、版胴（４０）と圧胴（４４
）との間に供給された段ボールシートＳが、印版（４２）と接することにより、フレキソ
インキが転移されるように構成されている。フレキソインキが転移された段ボールシート
は、一対の送りロール（４６,４８）によって次工程に送られる。
【００１５】
　図１に示すように、インキ供給源（１８）は、インキを貯留可能な容器であり、最下端
に設置され、後に説明するインキ供給管（２０）及びインキ回収管（２２、２４）それぞ
れの端開口が、インキ供給源（１８）の内部に臨むように位置決めされている。インキの
色替えのたびに、所望の色のインキが充填されたインキ供給源（１８）に交換する必要が
ある。
【００１６】
  図１に示すように、インキ供給管（２０）は、一方の開口部が、インキ貯留部（１６）
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に臨み、他方の開口部がインキ供給源（１８）に臨むようにルーティングされている。イ
ンキ供給管（２０）の内径及び長さは、インキ供給量、インキ供給源（１８）とインキ貯
留部（１６）との距離等に応じて適宜定めればよいが、例えば、内径８ミリメートル、長
さ略５メートルの透明な樹脂製である。インキ供給管（２０）には、インキ貯留部（１６
）からインキ供給源（１８）に向かう方向に、インキ供給管（２０）を支持するブラケッ
ト（５０）、後に説明するフレキソインキの粘度を測定する粘度計（５２）、後に説明す
る移送ポンプ（２６Ａ）、及び開閉バルブ（５４Ａ）が取り付けられている。インキ貯留
部（１６）の上部近傍には、螺子軸(５６)が、ブラケット(５０)に螺挿された状態で、ロ
ール（１２，１４）に沿って回転可能に軸方向に延び、一方の端に駆動モータ(５８)が取
り付けられ、他方の端（図示せず）が、一対の機枠（３２，３４）に支承されている。駆
動モータ(５８)を駆動することにより、螺子軸(５６)が回転し、それによりインキ供給管
（２０）の一方の開口部が、インキ貯留部（１６）に沿って移動可能になっている。一方
の開口部のレベルは、インキ貯留部（１６）内に溜められるインキ及び洗浄液が回収可能
なように、印刷時に形成されるインキ液位、及び洗浄時に形成される洗浄液液位より少な
くとも低いレベルに設定すればよい。なお、一方の開口部のレベルを上下方向に可動とし
て、液位に応じてレベルを調整可能としてもよい。
【００１７】
  水供給管（２８）が、インキ貯留部（１６）の上方でインキ貯留部（１６）の長手方向
に沿う直管部（６０）と、直管部（６０）からそれぞれ分岐する３本の分岐管部（６２Ａ
，Ｂ，Ｃ）とによってルーティングされている。直管部（６０）には、分岐部の上流側に
バルブ（１５４）が設けられている。分岐の位置は、インキ貯留部（１６）の長手方向の
一端近傍部、略中央部、他端近傍部の３個所である。直管部（６０）の端開口には、水分
供給源(６４)が接続され、略中央部の分岐管部（６２Ａ）の端開口が、インキ供給管（２
０）に連通する一方、両端部近傍の分岐管部（６２Ｂ，Ｃ）の端開口はそれぞれ、インキ
回収管（２２，２４）に連通している。分岐管部（６２Ａ）に関して、直管部（６０）か
らインキ貯留部（１６）へ向かう方向に、水分量計測装置(６６Ａ)及び開閉バルブ(６８
Ａ)が設置されている。このような構成により、水分量計測装置(６６Ａ)によりインキ供
給管（２０）を介して供給される水分量を計測しつつ、開閉バルブ(６８Ａ)の開閉により
、水分供給の間隔を適宜に変えることが可能となる。
【００１８】
　さらに、水供給管（２８）は、バルブ（１５２）を備えた分岐管（１５６）を介して散
水管（１５８）に接続されている。散水管（１５８）は、インキ貯留部（１６）の上方で
ロール（１２，１４）の軸方向に延びるように配置され、軸方向に所定間隔を隔てた複数
の洗浄水噴射ノズル（１６０）を有する。各洗浄水噴射ノズル（１６０）は、下向きとさ
れて、インキ貯留部（１６）に向けて、特にインキ転移ロール(１２)の側面に向けて、洗
浄水を直接噴射することにより、印刷時に側面に付着した残存インキを除去するようにし
ている。隣接する洗浄水噴射ノズル（１６０）の間隔は、ロール（１２，１４）に付着す
るインキ量等に応じて適宜定めればよい。洗浄水噴射ノズル（１６０）を軸方向に可動と
してもよい。なお、洗浄水として、水を用いる場合には、噴射ノズルを設けずに、散水管
（１５８）に設けた複数の孔から水を供給してもよい。
【００１９】
　一対のロール（１２，１４）の下方には、一次高圧エア供給管（７０）が、端開口が略
５（ｋｇ/ｃｍ２）の高圧空気源（７２）に接続され、水供給管（６０）と同様に、直管
部（７４）と、直管部（７４）から分岐する３本の分岐管部（７６Ａ，Ｂ，Ｃ）とによっ
てルーティングされている。それぞれの分岐管部（７６Ａ，Ｂ，Ｃ）は、開閉バルブ（７
８Ａ，Ｂ，Ｃ）を介してエアエジェクタ（３０Ａ，Ｂ，Ｃ）に連通可能に接続されている
。 エアエジェクタ（３０Ａ）の一次入力側とインキ供給管（２０）の開閉バルブ（５４
Ａ）のインキ貯留部（１６）側とは、側路（８０Ａ）によって接続され、側路（８０Ａ）
には開閉バルブ(８２Ａ)が設置され、一方エアエジェクタ（３０Ａ）の二次出力側は、側
路（８４Ａ）を介して開閉バルブ(５４Ａ)のインキ供給源（１８）側に接続されている。
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【００２０】
　エアエジェクタ（３０）は、従来既知のものであるが、その作動原理は以下の通りであ
る。エアエジェクタ（３０）は、内部にディフューザ（図示せず）と、ディフューザの絞
り側に連通する拡散チャンバ（図示せず）とを有し、拡散チャンバ内にノズル（図示せず
）で絞られた１次圧縮エアが開閉バルブ(７８) を介して送られると膨張し、高速度でデ
ィフューザに流入する結果、拡散室内の圧力が低下し、この圧力差により、二次側からの
エアが 開閉バルブ(８２)を介して引かれ、高速で噴射する一次エアと混合しディフュー
ザを通って、側路（８４）を介してインキ供給管（２０）に戻される。
【００２１】
  次に、移送ポンプ(２６Ａ)について説明すれば、図６及び図７に示すように、可曉性の
管体の外周面に回転圧力を付勢することにより、インキ供給管（２０）内のフレキソイン
キを移送する従来既知のチュービングポンプであり、基台（９０）に固定されたモータ（
９２）には、インキ供給管（２０）の外周面に回転圧力を付勢するロータ（９４）が取り
付けられており、基台（９０）に固定されたエアーシリンダ（９６）のロッドには、イン
キ供給管（２０）が支持された支持装置（９８）が取り付けられている。支持装置（９８
）は、エアーシリンダ（９６）を駆動することによって、基台（９０）に固定され支持装
置（９８）の両端に嵌装されたガイドバー（１００、１０２）に沿って移動し、ロータ（
９４）に対して近接離間可能に構成されている。このようなチュービングポンプによって
、インキ供給源（１８）からインキ貯留部（１６）にフレキソインキを移送するときは、
支持装置（９８）をロータ（９４）に対して近接させてインキ供給管（２０）の外周面に
回転圧力を付勢することによりフレキソインキが移送される。回転方向を正逆切り替える
ことにより、フレキソインキの移送方向をインキ供給源（１８）からインキ貯留部（１６
）へ向かう方向と、インキ貯留部（１６）からインキ供給源（１８）へ向かう方向との間
で切り替えることが可能である。
【００２２】
　インキ供給管（２０）に付勢される回転圧力を解除するときは、支持装置（９８）をロ
ータ（９４）に対して離間させてインキ供給管（２０）のロータによる圧搾から開放する
。支持装置（９８）をロータ（９４）に対して近接離間させる手段は、エアーシリンダ以
外に螺子軸等の適宜の手段に置換してもよい。また、インキ供給管（２０）の直径が変わ
る場合は、ロータ（９４）に対する支持装置（９８）の位置を調整することにより、ロー
タ（９４）による付勢力を調整することができる。
　回収管（２２，２４）まわりの構成は、インキの流れが、インキ供給管（２０）と逆方
向である点を除いては、基本的にその構成は同様であるから、同様な構成部材には同様な
参照番号を附することにより、その説明は省略し、以下には、供給管（２０）と相違する
点について詳細に説明する。
【００２３】
　図１及び図３から明らかなように、第１に、供給管（２０）には粘度計（５２）が設置
されているのに対して、回収管（２２，２４）には設置されていない点、第２に、供給管
（２０）にはチュービングポンプ（２６Ａ）がインキ供給源（１８）側に設けられている
のに対して、回収管（２２，２４）にはチュービングポンプ（２６Ｂ，Ｃ）がインキ貯留
部（１６）側に設けられている点、第３に、回収管（２２，２４）がそれぞれ、一対のイ
ンキ堰止板（３８、３６）と連通する点が異なる。
【００２４】
　第１の相違点について、印刷前及び／又は印刷中においてもインキの粘度が検出可能と
なる点において、粘度計（５２）を供給管（２０）に設置するのが有利であるが、印刷後
のインキ回収の際に、インキの粘度を検出するだけであれば、回収管（２２，２４）に設
置してもよい。
【００２５】
　第２の相違点について、チュービングポンプによって流体を液送する際に、流体の抵抗
を極力低減する観点から、供給管（２０）については、インキ供給源（１８）側に、回収
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管（２２，２４）については、インキ貯留部（１６）側に設置するものである。
【００２６】
　第３の相違点について、図５に示すように、一対のインキ堰止板（３８、３６）はそれ
ぞれ、インキ貯留部（１６）に臨む内面（２０２）の下部に設けた流出入開口（２０４）
に連通する流路（２１０）を内部に有する。流出入開口（２０４）は、インキ貯留部（１
６）の底部近傍、すなわち内面（２０２）の下部に設けられる。インキ貯留部（１６）に
残留するインキ或いは洗浄液の回収歩留まりを向上させる観点から、流出入開口（２０４
）の位置は、インキ貯留部（１６）の底部にできるだけ近いのが好ましい。内部流路（２
１０）は、インキ堰止板の内部で二股に分岐する。一方がインキ堰止板の上面（２０５）
に設けた接続用第１開口（２１４）と、他方が同様にインキ堰止板の上面（２０５）に設
けた接続用第２開口（２１６）とに連通する。内部流路（２１０）は、接続用第１開口（
２１４）を介して、インキ回収管（２２、２４）と接続され、一方接続用第２開口（２１
６）を介して、水供給管（６２Ｂ、６２Ｃ）と接続される。このような構成によれば、イ
ンキパンタイプの印刷機を一対のインキ堰止板を有するタイプに改造する場合に、インキ
管路及び水供給管路をそれぞれ、インキ堰止板（３６、３８）の接続用第１開口（２１４
）及び接続用第２開口（２１６）に接続するだけで、簡便にインキ／水管路を固定支持し
つつ、流出入開口（２０４）の位置をインキ貯留部（１６）の底部近傍に位置決めするこ
とが可能となり、以って効率的な改造が実現可能である。
【００２７】
　一対の掻き取りブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）は、図１に示すように、インキ貯留部
（１６）内に位置決めしたときに、インキ貯留部（１６）を軸方向に仕切るような形状を
有し、より具体的には、第１湾曲側面（１０１Ａ、１０１Ｂ）及び第２湾曲側面（図示せ
ず）を有する下方に先細のプレート状であり、第１湾曲側面（１０１Ａ、１０１Ｂ）がイ
ンキ転移ロール（１２）の側面に、第２湾曲側面がインキ絞りロール（１４）の側面に当
接するようにしている。各ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）の高さは、後に説明するよう
に、掻き取りブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）をロールの軸端に向かって移動するとき、
インキ堰止板（３６、３８）と掻き取りブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）とによってせき
止める液位がオーバーフローしないように定めればよい。
【００２８】
　一対の掻き取り排除ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）は、図４に示すように、それぞれ
支持アーム（１０４Ａ、１０４Ｂ）に取り付けられており、支持アーム（１０４Ａ、１０
４Ｂ）は、それぞれ昇降機構（１０６Ａ、１０６Ｂ）に取り付けられている。両昇降機構
（１０６Ａ、１０６Ｂ）は、支持アーム（１０４Ａ、１０４Ｂ）が取り付けられた昇降台
（１０８Ａ、１０８Ｂ）を図示しないシリンダを駆動して昇降移動させる構成のもので、
昇降させることにより、一対の排除ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）をインキ貯留部（１
６）内でインキ或いは洗浄液を掻き取り可能な下方作動位置と、インキ貯留部（１６）か
ら退避させる上方待機位置との間で往復移動可能にしている。
【００２９】
　昇降機構（１０６Ａ、１０６Ｂ）はそれぞれ、移動機構（１１０Ａ、１１０Ｂ）に設け
られており、移動機構（１１０Ａ、１１０Ｂ）は昇降機構（１０６Ａ、１０６Ｂ）を介し
て、一対の排除ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）をロールの軸方向に直線的に移動する構
成のものである。より詳細には、昇降機構（１０６Ａ、１０６Ｂ）と螺合する回転シャフ
ト（１１６Ａ、１１６Ｂ）がベアリング（１１４Ａ、１１４Ｂ）を介して機枠（１１２Ａ
、１１２Ｂ）によって支持された状態でロール軸方向に延び、回転シャフト（１１６Ａ、
１１６Ｂ）は、機枠（１１２Ａ、１１２Ｂ）にブラケット（１２０）を介して支持された
回転モータ（１２２）に連結されている。回転シャフト（１１６Ａ、１１６Ｂ）は、一対
の排除ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）それぞれに対応する部分において、互いに逆向き
にねじが切られ、回転モータ（１２２）による回転シャフト（１１６Ａ、１１６Ｂ）の回
転により一対の排除ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）が互いに逆向きにロール軸方向に移
動するようにしている。より具体的には、図４に示すように、一対の排除ブレード（１０



(9) JP 4514552 B2 2010.7.28

10

20

30

40

50

２Ａ、１０２Ｂ）は、インキ管路（２０）の一方の開口部を挟んで、互いに対向する軸方
向第１位置と、一対の排除ブレード（１０２Ａ、１０２Ｂ）それぞれが対応するロール軸
端、より正確には、インキ堰止板（３６、３８）の内面に接する直前位置である軸方向第
２位置との間で軸方向に往復移動可能にしている。
【００３０】
　以上のような構成の本発明の印刷機について、その作用を印刷前段階、印刷段階及び印
刷後のインキ除去回収段階に分けて説明する。
　印刷前段階においては、まず各種バルブの操作を行う。より具体的には、開閉バルブ(
５４Ａ)を開いて、インキ供給管（２０）にフレキソインキを流入させ、一方、開閉バル
ブ(８２Ａ)を閉じて、側路(８０Ａ)へのフレキソインキの流入を防止するとともに、開閉
バルブ(７８Ａ)を閉じて、高圧空気（７２）からの高圧空気のエアエジェクタ（３０Ａ）
への流入を防止する。次いで、移送ポンプ（２６Ａ）のエアーシリンダ（９６）を駆動さ
せて、インキ供給管（２０）の外周面にロータ（９４）の回転圧力が付勢されるように、
支持装置（９８）をロータ（９４）に近接させる。さらに、バルブ(１５２)、バルブ（１
５４）及び開閉バルブ(６８Ａ)を閉じて、水分供給管（２８）からの水分がインキ貯留部
（１６）に流入するのを防止する。一対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）は、
軸方向第１位置において、上方待機レベルに位置決めしておく。
【００３１】
　次に、印刷段階において、移送ポンプ（２６Ａ）を運転することにより、インキ供給源
（１８）に貯留されているフレキソインキをインキ貯留部（１６）に供給する。この際、
移送ポンプ（２６Ｂ、２６Ｃ）の回転を調整することにより、インキ回収管をインキ供給
管として用いて、３本のインキ移送管により、フレキソインキをインキ供給源（１８）か
らインキ貯留部（１６）へ供給する。供給されたフレキソインキは、一対のインキ堰止板
(３６,３８)により両ロール(１２，１４)の端から漏れることなくインキ貯留部（１６）
に貯留される。貯留されたフレキソインキは、インキ貯留部（１６）に周面の一部が浸漬
したインキ転移ロール(１２)の周面に塗布され、機枠（３２,３４）に回転可能に支承さ
れた版胴（４０）に取り付けられている印版（４２）に転移して段ボールシートＳに印刷
される。
【００３２】
　印刷中、インキ供給管（２０）からは段ボールシートＳの印刷に供する以上のフレキソ
インキが連続して供給されるとともに、フレキソインキはインキ貯留部（１６）の両端に
浸漬しているインキ回収管（２２，２４）と係合するチュービングポンプ（２６Ｂ,２６
Ｃ）を回転させることによって、一対のインキ堰止板（３６、３８）の内部流路（２１０
）を介して、インキ貯留部（１６）のフレキソインキが連続してインキ供給源（１８）に
回収される。
　このようにして、インキ供給源（１８）とインキ貯留部（１６）との間でフレキソイン
キが循環するように、インキの供給と回収とを連続して行ってインキの動的状態を維持す
ることにより、インキ貯留部（１６）内で速乾性のフレキソインキが固化するのを防止す
るとともに、フレキソインキの粘度がインキ貯留部（１６）の幅方向の位置や、インキ供
給管（２０）またはインキ回収管（２２，２４）の位置によって異なり、それにより印刷
ムラが生じることを防ぐことが可能となる。さらに、駆動モータ(５８)を起動して螺子軸
(５６)を回転させることにより、インキ供給管（２０）が支持されたブラケット（５０）
をインキ貯留部（１６）の長手方向に沿って移動させ、インキ貯留部（１６）の特定位置
に貯留するフレキソインキに積極的に動的状態を与えるようにしてもよい。以上のように
して、１ロットの段ボールシートの印刷を終了する。
【００３３】
　次に、インキの除去回収段階において、まず、インキ貯留部（１６）内に残留するフレ
キソインキインキをインキ供給源（１８）へ回収する。より具体的には、チュービングポ
ンプ（２６Ｂ,２６Ｃ）の運転を継続することにより、内部流路（２１０）及びインキ回
収管（２２，２４）を介してインキ貯留部（１６）からインキ供給源（１８）へのフレキ
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ソインキの回収を行う。その際、インキ供給管（２０）に係合した移送ポンプ（２６Ａ）
の回転を印刷時と逆転し、インキ供給管（２０）をインキ回収管として使って、インキ貯
留部（１６）のフレキソインキをインキ供給源（１８）に回収する。これにより、インキ
貯留部（１６）内に残留するフレキソインキインキの回収時間をより短縮することが可能
となる。
【００３４】
　インキ貯留部（１６）のフレキソインキをインク供給源（１８）へ回収し始めるととも
に、一対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）を上方待機レベルから下方作動レベ
ルに下方に移動させ、一対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）が浸漬されて３箇
所に仕切られたインキ貯留部（１６）の各々に残留するインキを、インキ供給管（２０）
とインキ回収管（２２、２４）とにより、インキ供給源（１８）に回収する。次いで、一
対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）を軸方向第２位置、すなわち対応する軸端
に向けて軸方向に互いに逆方向に移動させる。これにより、一対の掻き取りブレード（１
０２Ａ，１０２Ｂ）によりインキ転移ロール（１２）及びインキ絞りロール（１４）の側
面に付着する残留インキを掻き取って、一対のインキ堰止板（３６、３８）と一対の掻き
取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）とによりせき止められた残留インキに導くとともに
、一対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）の移動に伴い残留インキの液位が徐々
に上昇し、インキ堰止板の流出入開口（２０４）を通じて残留インキを歩留まり良く回収
することが可能となる。
【００３５】
　次いで、インキ供給管（２０）に係合された移送ポンプ（２６Ａ）を停止し、エアーシ
リンダ（９６）を駆動して、支持装置（９８）をロータ(９４)から離間させることにより
、ロータ（９４）によるインキ供給管（２０）の圧搾を停止するとともに、バルブ（１５
４）及び開閉バルブ（６８Ａ）を開く。
　次いで、水分供給源（６４）からインキ供給管（２０）を通じてインキ貯留部（１６）
に洗浄水を供給する。この洗浄水は、保湿液としての作用を有する。これにより、インキ
転移ロール（１２）、特に窪みを保湿して、次工程の印刷におけるインキのなじみを良好
にするとともに、インキ貯留部（１６）の底部を形成するインキ転移ロール（１２）とイ
ンキ絞りロール（１４）との回転接触部の磨耗進行を抑制することが可能となる。このと
き、掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）により仕切られたインキ貯留部（１６）の
両外側部では、インキの回収が継続して行われている。次いで、開閉バルブ(７８Ａ，７
８Ｂ,７８Ｃ)それぞれを開いて、インキ供給管（２０）に接続されたエアエジェクタ（３
０Ａ）及びインキ回収管（２２，２４）に接続されたエアーエジェクタ(３０Ｂ,３０Ｃ)
それぞれに高圧空気源(７２)から高圧空気を供給する。エアーエジェクタに一次側エアで
ある高圧空気を供給することによって、インキ貯留部（１６）からエアーエジェクタ(３
０Ａ，３０Ｂ,３０Ｃ)に至るインキ供給管（２０）とインキ回収管（２２，２４）の内部
にインキ供給源（１８）に向かって高速空気流が生じることにより、インキ供給管（２０
）とインキ回収管（２２、２４）とに残存しているインキをインキ供給源（１８）に回収
する。
【００３６】
　次いで、インキ貯留部（１６）内のフレキソインキが大部分回収された状態で、バルブ
（１５２）を開く一方、バルブ（１５４）を閉じて、散水管（１５８）の噴射ノズル（１
６０）から洗浄水をロール側面に向けて噴射しつつ、ロールを回転することにより、ロー
ル側面に付着するフレキソインキを洗浄し、インキ供給管とインキ回収管とにより洗浄水
を回収する。次いで、それぞれロールの軸端位置にある一対の掻き取りブレード（１０２
Ａ，１０２Ｂ）を軸方向第１位置に戻すとともに、上方待機位置に移動させる。なお、一
対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２Ｂ）は、噴射ノズル（１６０）による洗浄中に
戻してもよい。次いで、インキ回収の場合と同様に、インキ貯留部（１６）に溜まった洗
浄水を３本の管路（２０，２２，２４）により回収し、これによりインキ貯留部（１６）
に溜まった洗浄水を大部分回収し、その後に一対の掻き取りブレード（１０２Ａ，１０２
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Ｂ）を下方作動位置に移動させ、対応する軸端に向かって移動させながら、流出入開口（
２０４）から内部流路（２１０）を介してインキ管路（２２，２４）により回収すること
により、残った洗浄液を歩留まり良く回収することが可能となる。
【００３７】
　次いで、開閉バルブ(５４Ａ)を閉じ、一方開閉バルブの側路(８０Ａ)に接続された開閉
バルブ(８２Ａ)を開く。
　次いで、開閉バルブ(７８Ａ，７８Ｂ,７８Ｃ)それぞれを開いて、インキ供給管（２０
）に接続されたエアエジェクタ（３０Ａ）及びインキ回収管（２２，２４）に接続された
エアーエジェクタ(３０Ｂ,３０Ｃ)それぞれに高圧空気源(７２)から高圧空気を供給する
。エアーエジェクタに一次側エアである高圧空気を供給することによって、インキ貯留部
（１６）からエアーエジェクタ(３０Ａ，３０Ｂ,３０Ｃ)に至るインキ供給管（２０）と
インキ回収管（２２，２４）の内部にインキ供給源（１８）に向かって高速空気流が生じ
る。一方、エアーエジェクタ(３０Ａ，３０Ｂ,３０Ｃ)への高圧空気の供給とほぼ同時に
、バルブ（１５４）を開くとともに、開閉バルブ（６８Ａ，６８Ｂ,６８Ｃ）を制御する
ことにより、水分供給管（２０）から適宜の時間間隔でインキ供給管（２０）とインキ回
収管（２２，２４）とに水分を添加する。水分添加の時間間隔は、水分供給管（２０）に
接続された開閉バルブ(６８Ａ，６８Ｂ,６８Ｃ)の開閉によって調整する。適宜の時間間
隔は、例えば、インキ供給管（２０）及びインキ回収管（２２，２４）内に付着するフレ
キソインキの量、エアエジェクタ(３０Ａ，３０Ｂ,３０Ｃ)によって発生する高速空気流
れ等に応じて定めればよい。これにより、高速空気流によって水分が蒸発したフレキソイ
ンキが、インキ供給管（２０）またはインキ回収管（２２，２４）の内壁で固化し内壁に
付着することを水分の添加により防止することによって、インキ供給管（２０）とインキ
回収管（２２，２４）内に残留するフレキソインキを管内から除去して、インキ供給源（
１８）へ回収するとともに、インキ供給管（２０）およびインキ回収管（２２，２４）の
内部を洗浄することが可能となる。
【００３８】
　インキ供給管（２０）およびインキ回収管（２２，２４）内に残留するフレキソインキ
を洗浄除去するだけでなく、再利用可能に回収する場合には、水分添加量を水分計量装置
(６６Ａ，６６Ｂ,６６Ｃ)によって測定しながら、インキ供給源（１８）に回収されたフ
レキソインキの総量に対し、添加する水分量がフレキソインキの再利用に対して許容可能
な水分添加量を調整する。この場合、許容可能な水分添加量を決定するのに、添加水分量
が多すぎる場合には回収したインキの粘度が低下し、段ボールシートに印刷した場合の色
合いに悪影響を及ぼすことから、インキ供給管（２０）に設置されたインキ粘度計（５２
）によって、回収されるインキの粘度変化を監視することによって、インキ粘度に応じて
許容可能な水分添加量を決定するのが好ましい。なお、水分計量装置を、開閉バルブ（６
８Ａ，６８Ｂ,６８Ｃ）の下流側に接続して添加水分量を調整してもよいし、インキ粘度
計をインキ回収管（２２，２４）に接続してもよい。
【００３９】
　インキ転移ロール(１２)とインキ絞りロール(１４)の表面に付着しているフレキソイン
キは、例えば５０グラム程度のわずかな量であるため、これに少量の希釈液を添加した後
にブレード等で削り落して廃棄処理することが好適である。このときロール表面から除去
するインキをインキ供給管（２０）およびインキ回収管（２２，２４）を経由させず、適
宜の手段によって回収し廃棄処理することにより、インキ供給管（２０）およびインキ回
収管（２２，２４）内に再度フレキソインキが付着するのを防止することが可能となる。
　以上で、インキ供給／回収管内に付着したフレキソインキの再利用可能な除去回収が完
了する。特に、インキの色替えの際のインキ転移ロールのインキのなじみが劣化するのを
防止することができる。
【００４０】
　以上、本発明の実施形態を詳細に説明したが、本発明の範囲を逸脱することなく、当業
者なら種々の変更或いは修正が可能である。
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  例えば、本実施形態では、インキ転移ロールに接してインキを絞る手段として、インキ
絞りロール（１４）を採用しているが、それに限定されることなく、例えばドクターブレ
ードでもよい。
　また、本実施形態では、インキ貯留部（１６）とインキ供給源（１８）とを３本のイン
キ管路を介して接続するものとして説明したが、これに限定されることなく、印刷時にイ
ンキを循環させることができる限り、少なくともインキ供給管路とインキ回収管路とが存
在し、インキ回収時には、インキ供給管をインキ回収用に使用し、一方インキ供給時には
、インキ回収管をインキ供給用に使用するのでもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】本発明の実施形態に係る印刷機の要部斜視図。
【図２】図１の印刷機の印刷部を示す概略側面図。
【図３】図１の印刷機の主な配管ルートを示す図。
【図４】図１の一対の掻き取りブレードまわりの概略側面図。
【図５】図１のインキ堰止板の概略正面図及び概略側面図。
【図６】チュービングポンプを示す概略正面図。
【図７】チュービングポンプを示す概略側面図。
【符号の説明】
【００４２】
　　１０　印刷機
　　１２　インキ転移ロール
　　１４　インキ絞りロール
　　１６　インキ貯留部
　　１８　インキ供給源
　　２０　インキ供給管
　　２２,２４　インキ回収管
　　２６　チュービングポンプ
　　２８　水分供給管
　　３０　エアーエジェクタ
　　３２，３４　機枠
　　３６，３８　インキ堰止板
　　４０　版胴
　　４２　印版
　　５２　インキ粘度計
　　５４　開閉バルブ
　　５６　螺子軸
　　５８　モータ
　　６４　水分供給源
　　６８　水分量計測装置
　　７２　高圧空気源
　　９４　ロータ
　　９８　支持装置
　　１０１　第１湾曲側面
　　１０２　一対の掻き取りブレード
　　１５８　散水管
　　１６０　噴射ノズル
　　２０２　内面
　　２０４　流出入開口
　　２０５　上面
　　２１０　内部流路
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　　２１４　接続用第１開口
　　２１６　接続用第２開口

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】

【図７】
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